



















後まで）の立教中学校卒業／修了生の氏名と進学学校先が、欠落部分があるものの、記載されているからである。これ もこの資料 存在については、関係者には知られていた。しかし、後述するような資料としての性格や問題点から、その記述内容についていくつか 留保をつけざるをえないため、じゅうぶんに活用さ こなかったように思われる。　
本稿では、まず当時の中学校から上級学校への進学制


































































（英語） 数学 理科 図画 音楽 作業科 体操 総時数
第一学年
基本時数 1 7 3 5 3 2 1 1 2 5 30
増課時数
計 1 7 3 5 3 2 1 1 2 5 30
第二学年
基本時数 1 6 3 5 3 3 1 1 2 5 30
増課時数
計 1 6 3 5 3 3 1 1 2 5 30
第三学年
基本時数 1 4 3 3 3 1 5 20
増課時数 2 6 2 1 1 12
計 1 6 3 6 5 4 1 1 5 32
第四学年
基本時数 1 2 4 3 4 1 5 20
増課時数 5 5 1 1 12
計 1 2 4 3 5 5 5 1 1 5 32
第五学年
基本時数 1 2 4 3 4 1 5 20
増課時数 6 5 1 12
















































































立教大学 17 （？） 46 29 23 19 23 27 19 24 32 19 22 32 42 38 26
旧制高校 / 帝大予科 11 8 11 6 3 10 9 6 4 3 3 5 4 9 6 5 13




























法政大学 5 4 1 2 1 2 3 1（1） 1
明治大学 1 2 2 2  1 1 3（2） 1 3















中央大学 1 1 1  2 1 6 3 1 2（1）
1
（1） 1
國學院大學 2 1 1 1（1） 1 1
2
（1）















日本医科大学 1 2 2 3
慈恵医科大学 1 1 1
東京農業大学 1 2 5（3） 1 3
2
（1）
その他の私立大学 1 2 1 3（3） 2 1 3 2 2
東京外国語学校 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 2 1
師範学校 1 1 1 3 1 3 4 2
軍関係学校 1 1 2 2 2 4 2 2
東京美術学校 4 1 2 1 1 1 1 1
東京音楽学校 1 1 1
東京物理学校 1 2 2 1 1 2 2 1
工業系（官公立） 3 4 2 3 3 1 2 2 4 4 3 3 3 5 5 7 7
　〃　 （私　立） 1 1 1
医療系（官公立） 5 1 1 2 1 1 1 1
　〃　 （私　立） 4 1 2 4 5 3 3 5 3 1 2 2 3 4
商業系（官公立） 1 1 1 2 1 2 2 2 1
　〃　 （私　立） 1 1 1 3 2 2 1 3 1 4 3
農水産系（官公立） 1 1 1 2 1 1 1 3 3 1
その他の専門学校 3 3 1 1 3 3 3 1 1 1
文部省管轄外諸学校 1 1 1 1 1 3 3 1
＊『上級学校入学者調』（立教池袋中高等学校史料室所蔵）の年度毎進学者数を大学・高等教育機関別に集
計した。




















に立教大学を持つという関係上中学校の卒業生を大学に送る義務も自然に出来て来た。今日では九十九パアセントまで立教大学に入学志願であるが、当時は立教大学が今日ほど社会から評価されておらないので、中学の卒業生の優秀な成績の者は自然官立の高等学校か、私立の有名大学予科 志願する状態であった。従って生徒のこの希望 達 させる教育をやることは立教大学入学 希望を削減する結果と
なったので立教中学校の首脳者は苦しい立場に置れた。立教大学側から謂えば甚だ非協力的であると考えられた　
この種の板挟みになっていながら、学校の内容充
























が、基本的には予科三年制実施後も、大学として「安く」みられることは避けつつ、 「中学生で良い方」の生徒をなるべく確保することで「学生の質を高め」 、ひいては学校の評価を高めよう 考えたのではないか。そしてそのために、同一経営法人内学校からの で良い方」の進 を望んでいたのだと思われる。　
本来、立教大学設立が求められた背景のひとつには、
























































































の立教中学生は立教大学を高くみていなかった」 「学部学科数が文学部と経済学部のみで、中学生の多様なニーズに応えられなかった。医者の子弟や、理工科、農水産、芸術方面 どに進み い 徒は、立教大学に進んでも意味がない」と述べている（二〇一二 一月一 日の聞きとり よる） 。（16）	 「愈々新学年を期して予科三年制実施さる」 大 新聞第四九号　一九二七年二月五日付記事。
